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（1）

豪
雨
や
猛
烈
な

台
風
も
年
々
増

え
、
今
年
は
ト
リ

プ
ル
台
風
に
も
見

舞
わ
れ
た
。
世
界

の
海
水
温
も
上
昇

し
、
地
球
沸
騰
化

時
代
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
北
や

全
国
各
地
で
猛
暑
日
も
増
え
、

40
℃
を
超
え
る
日
も
各
地
で

報
告
が
な
さ
れ
た
。
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
者
も
年
々
増
加

傾
向
で
あ
る
。
想
定
外
の
自

然
災
害
に
対
し
て
の
危
機
管

理
対
策
も
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
が
、
私
達
の
日
常
の
生
活

様
式
も
見
直
す
時
期
に
き
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
五
類

感
染
症
と
は
な
っ
た
が
ま
だ

ま
だ
油
断
は
出
来
な
い
。
▼

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
か
ら
一
年
半

が
経
過
し
た
が
、
ま
だ
停
戦

の
道
す
じ
は
見
え
て
こ
な
い
。

意
図
的
又
偶
発
的
核
戦
争
や

第
３
次
世
界
大
戦
の
危
機
も

少
し
ず
つ
肌
身
に
感
じ
ら
れ

る
、
新
し
い
戦
前
の
時
代
と

な
っ
た
。
昨
年
12
月
に
は
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」「
国
家
防

衛
戦
略
」「
防
衛
力
整
備
計
画
」

の
新
安
保
三
文
書
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
そ
の
中
に
敵
基
地
攻

撃
能
力
も
明
記
さ
れ
、
防
衛
費

増
額
が
決
定
さ
れ
た
。
▼
地
球

上
の
生
物
は
人
類
を
含
め
闘

い
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し

戦
争
に
は
勝
ち
負
け
は
な
く
、

す
べ
て
が
被
害
者
と
な
る
。
お

互
い
国
家
同
士
が
少
し
で
も

猜
疑
心
を
取
り
去
り
、
国
民

が
歴
史
を
深
く
知
り
、
自
国

の
利
益
の
み
を
追
求
す
る
の

で
な
く
、
お
互
い
の
国
家
の

理
解
の
た
め
の
粘
り
強
い
外

交
交
渉
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
戦
前
に
後
戻
り
す
る
事

な
く
、
広
島
や
長
崎
の
苦
難

や
悲
し
み
を
二
度
と
味
わ
う

事
が
な
い
よ
う
、
人
種
や
年

齢
を
超
え
戦
争
の
な
い
未
来

を
築
く
た
め
の
努
力
が
益
々

必
要
で
あ
ろ
う
。（
T
・
Y
）

▼保険医協会は保険医の生活と権利を守ります。
▼保険医協会は国民の健康と医療の向上をはか
　ります。（会則より）

鹿児島協会の会員数
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1,217名（9月1日現在）

▲講師の堀之内先生

　

令
和
５
年
７
月
１
日
（
土
）

18
時
30
分
か
ら
20
時
45
分
ま

で
サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館
に
て

保
険
医
協
会
歯
科
研
究
会
が

行
わ
れ
た
。
講
師
と
し
て
九

州
中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科

動
画
で
見
る
抜
歯
の
コ
ツ
と
ポ
イ
ン
ト

　
〜
抜
歯
テ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
偶
発
症
の
予
防
・
対
処
ま
で
〜

　

22
～
23
年
度
第
3
回
保
団

連
代
議
員
会
が
6
月
25
日

に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
東
京

会
場
と
各
協
会
・
医
会
で
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開
催
さ
れ
、

代
議
員
１
１
２
名
を
含
む

３
０
１
名
が
参
加
し
た
。
鹿

児
島
協
会
か
ら
は
、
原
口
会

長
、
坪
水
副
会
長
の
両
代
議

員
、
保
団
連
理
事
の
高
岡
副

会
長
、
保
団
連
参
与
の
三
浦

副
会
長
そ
し
て
事
務
局
が
参

加
し
た
。

　

全
国
各
協
会
・
医
会
か

ら
、
診
療
報
酬
引
上
げ
等
の

医
療
運
動
対
策
、
保
険
証
廃

止
中
止
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
阻

止
、
地
域
医

療
、
経
税
、

審
査
・
指
導
・

監
査
対
策
等

１
２
０
本
の

発
言
通
告（
鹿

児
島
か
ら
は

1
本
）
が
出

さ
れ
、
保
団

連
執
行
部
の

答
弁
を
基
に
、

議
論
が
行
わ

れ
た
。
そ
し

て
、　

22
～
23

年
度
第
3
回
代
議
員
会
へ

の
会
務
報
告
、
２
０
２
２

年
度
決
算
及
び
監
査
報
告
、

顧
問
、
堀
之
内
康
文
先
生
を

お
招
き
し
た
。
演
題
は
「
動

画
で
見
る
抜
歯
の
コ
ツ
と
ポ

イ
ン
ト
～
抜
歯
テ
ク
ニ
ッ
ク

か
ら
偶
発
症
の
予
防
・
対
処

ま
で
～
」
で
あ
っ
た
。
参

加
者
は
会
場
28
人
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
57
人
と
最
近
の
歯
科
研

究
会
で
は
最
高
の
参
加
人

数
で
あ
っ
た
。

　

堀
之
内
先
生
に
は
過
去

に
も
保
険
医
協
会
で
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
今

回
は
抜
歯
の
動
画
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
日
々
の
臨

床
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
内

容
で
あ
っ
た
。
堀
之
内
先
生

曰
く
、
い
く
ら
丁
寧
に
言
葉

で
伝
え
て
も
、
実
際
の
動
画

を
見
る
こ
と
に
は
敵
わ
な
い

と
の
こ
と
で
、
手
技
を
伝
え

る
こ
と
が
メ
イ
ン
と
な
る
こ

れ
か
ら
の
講
習
会
は
動
画
な

く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
で

あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

堀
之
内
先
生
が
執
筆
さ
れ
た

「
必
ず
上
達
抜
歯
手
技
増
補

新
版
」
で
も
動
画
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
配
慮
し

鹿児島県保険医協会鹿児島県保険医協会
ご入会のおすすめご入会のおすすめ

副会長　椎野　年治
　保険医協会は「保険医の生活と権利を守る」を目的に活

動している医師・歯科医師の自主的な団体です。保険医の

生活を守るため「保険医年金」・「休業保障」等の共済制度があります。

　主な活動に点数・審査の相談があります。新型コロナウイルス感染症が５類に移行

してからも協会のホームページに「コロナ感染症臨時的な取扱い」を掲載し会員へ情

報提供を行っています。又随時メールにて点数・審査質問を受け付けています。

　その他の活動として指導・監査等の情報提供もあります。コロナ禍において高点数

を理由とした個別指導は中止していますが、厚生局では指導を取り止めているわけで

はありません。指定時・更新時集団指導は e ラーニングで、集団的個別指導は集合形

式で協会からの情報提供通り８月に行われています。現に７月に九州厚生局から指導

の連絡を受けた会員がいらっしゃると思います。新規指定個別指導・集団指導は通常

通り行われています。令和６年度からは指導・監査はコロナ前の内容に戻ると思われ

ます。来年度も九州厚生局に「指導日程表」等の開示請求を行い会員の皆様に情報提

供を行っていく予定です。

　この様に保険医に対して力強い支援活動を行っている鹿児島県保険医協会への入会

をお待ちしています。

て
あ
る
と
の
こ
と
で
、
日
本

語
の
み
な
ら
ず
中
国
、
韓
国
、

台
湾
で
も
翻
訳
さ
れ
る
人
気

の
本
と
な
っ
て
お
り
、
歯
科

医
師
の
抜
歯
の
技
量
の
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
本
と
な
っ

て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
も
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
有
意
義
な

講
演
会
で
あ
っ
た
と
の
感
想

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
今
回

は
抜
歯
に
関
す
る
こ
と
が
主

で
あ
り
、
時
間
の
都
合
で
割

愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
口

腔
外
科
小
手
術
に
関
し
て
も

す
ぐ
に
で
も
講
演
会
を
企
画

し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
多
く

い
た
だ
い
た
。
口
腔
外
科
に

関
し
て
は
開
業
し
た
の
ち
は

直
接
学
ぶ
機
会
が
限
ら
れ
て

  

保
険
証
廃
止・物
価
高
騰・負
担
増
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
を
克
服
し
よ
う

　
保
団
連
22
～
23
年
度
第
3
回
代
議
員
会
（
6
／
25
・
w
e
b
）

※今号は未入会の先生方にもお送りしております。
　入会をご検討ください。

休業
保障 保険

医

年金 グル
ープ

保険

加 入 受 付 中
（５面参照）

第
67
回
歯
科
研
究
会
（
7
/
1
・
鹿
児
島
市
・
Ｗ
ｅ
ｂ
）

し
ま
う
の
で
、
今
回
の
よ
う

な
口
腔
外
科
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
先
生
の
動
画
を
見
て
勉

強
で
き
る
機
会
は
本
当
に
貴

重
で
あ
る
。
保
険
医
協
会
歯

科
研
究
会
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
今
回
の
よ
う
な
日
々
の
臨

床
に
役
立
つ
講
演
会
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

理
事
　
田
中
　
健
一

鹿児島県保険医協会
HPもご覧ください。

２
０
２
４
年
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
改
定
要
求
、
次
期
保

団
連
役
員
定
数
、
代
議
員
会

決
議
の
5
つ
の
議
案
は
す
べ

て
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

  　

 （
宇
多
津
）

　
　
　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

▲東京会場・Web　全301名参加

研
究
会
の
模
様
は
10
月
31

日
ま
で
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま

す
。（
会
員
専
用
）

二　
　
面
：
主
張
「
紙
の
保
険
証
を
残
す
闘
い
」、
保
団
連
代
議
員
会
（
6
/

25
）
発
言
と
答
弁

　
　
　
　
　
（
１
面
続
き
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
方
針
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
見
解

三　
　
面
：
医
師
が
選
ん
だ
医
事
紛
争
事
例
㊶
、
お
ご
じ
ょ
カ
フ
ェ
㊶
、
読
書
散
歩
な
ど

四　
　
面
：
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
報
告
な
ど

五　
　
面
：
保
険
医
協
会
の
共
済
制
度

六　
　
面
：
お
や
っ
と
さ
あ
会
員
訪
問
「
齋
藤
嘉
信
先
生
（
医
科
・
鹿
児
島
市
）」、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
め
ぐ
り
「
ラ
ー
メ
ン
小
金
太
」
な
ど

〈主な記事〉
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●
坪
水
代
議
員
：
子
ど
も
た

ち
の
命
・
健
康
を
守
る
た
め

に
学
校
健
康
診
断
の
有
効
活

用
を
（
要
旨
）

　

保
団
連
活
動
で
、
全
国
各

地
の
子
供
医
療
費
助
成
制
度

は
、
こ
こ
数
年
で
格
段
に
充

実
し
て
い
る
が
、
経
済
的
心

　

今
、
私
達
は

病
気
に
な
っ
た

時
、
家
に
あ
る

保
険
証
を
持
っ

て
病
院
に
行
け

ば
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
。
保
険

証
は
国
か
ら
請
求
し
な
く

て
も
自
然
に
送

ら
れ
て
来
る
。

　

自
民
党
政
府

は
こ
の
保
険
証

を
来
年
秋
に
廃
止
す
る
と

言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
保

険
証
の
代
わ
り
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し

て
手
に
入
れ
る
よ
う
伝
え

て
い
る
。

　

申
請
し
な
け
れ
ば
手
元

に
保
険
証
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
必
要
が
あ
っ
て

も
医
療
に
か
か
れ
な
く
な

る
国
民
が
出
て
く
る
。

　

日
本
の
医
療
の
歴
史

上
、
保
険
証
交
付
が
申
請

主
義
に
な
る
の
は
初
め
て

で
あ
る
。
国
民
か
ら
抗
議

の
声
が
上
が
っ
て
、
５
年

間
は
代
わ
り
に
資
格
確
認

書
を
使
え
る
と
言
い
始
め

た
。
資
格
確
認
書
を
発
行

す
る
の
に
2
0
0
億
か

か
る
。
わ
ざ
わ
ざ
資
格
確

認
書
を
発
行
せ
ず
、
現
在

の
保
険
証
を
そ
の
ま
ま
使

い
続
け
れ
ば
何
の
費
用
も

か
か
ら
な
い
。

　

な
ぜ
無
理
や
り
紙
の
保

険
証
の
使
用
を
廃
止
す
る

の
か
。
そ
れ
は
紙
の
保
険

証
の
代
わ
り
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
莫
大
な
利
益
が

巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
に
も
た
ら

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
経

済
団
体
は
し
き
り
に
自
民

党
に
早
く
保
険
証
を
な
く

す
よ
う
に
圧
力
を
か
け
て

い
る
。

　

現
政
権
は
日
本
の
巨
大

企
業
の
利
益
代
表
者
で
あ

り
、
国
民
の
医
療
を
受
け

る
権
利
よ
り
、
企
業
の
利

益
を
優
先
す
る
政
治
を
通

そ
う
と
し
て
い
る
。

　

保
団
連
は
先
頭
に
立
っ

て
闘
う
。
保
険
診
療
を
守

り
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
保
団
連
の
使

命
で
あ
る
。
保
険

証
の
廃
止
に
反
対

し
よ
う
。
そ
し
て
、
選
挙

に
よ
っ
て
国
民
の
生
存
権

を
尊
重
す
る
政
府
の
樹
立

を
前
進
さ
せ
よ
う
。

紙
の
保
険
証
を
残
す
闘
い

紙
の
保
険
証
を
残
す
闘
い

（2）

配
の
な
く
な
っ
た
地
域
で
も
、

依
然
、
口
腔
崩
壊
の
子
供
達

は
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
学

校
健
康
診
断
時
に
心
臓
病
や

糖
尿
病
の
疑
い
等
で
、
受
診

勧
奨
を
受
け
て
も
放
置
す
る

家
庭
も
あ
る
。
助
成
制
度
の

拡
充
に
加
え
、
健
診
結
果
に

応
じ
確
実
に
受
診

が
行
わ
れ
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
不
可
欠
で
あ

る
。

執
行
部
答
弁

（
小
山
田
保
団
連

理
事
）

　

２
０
２
０
年

の
調
査
を
踏
ま

え
、
保
団
連
は

２
０
２
１
年
に
衆

参
両
院
の
文
部
科

学
委
員
に
調
査
結
果
と
要
望

書
を
送
付
し
、
２
０
２
２
年

に
は
厚
生
労
働
大
臣
と
文
部

科
学
大
臣
宛
に
①
未
受
診
を

自
己
責
任
と
せ
ず
受
診
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
②

眼
鏡
・
補
聴
器
購
入
に
対
す

る
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
機
能
不
全
に
つ
な
が

る
不
正
咬
合
で
歯
科
矯
正
の

必
要
が
あ
る
場
合
は
保
険
適

用
と
す
る
こ
と
③
未
受
診
の

原
因
と
心
身
の
影
響
に
対
す

る
調
査
④
健
康
教
育
の
充
実

及
び
保
護
者
へ
の
理
解
の
周

知
⑤
コ
ロ
ナ
に
よ
る
心
身
の

影
響
の
把
握
と
対
策
の
推
進

⑥
国
と
し
て
学
校
健
診
後
受

診
実
態
調
査
を
行
い
、
対
策

を
講
じ
る
こ
と
、
等
を
要
請

し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
に

は
新
設
さ
れ
た
子
ど
も
家
庭

庁
に
も
同
様
の
要
請
を
行
っ

た
。
保
団
連
と
し
て
全
国
調

査
の
実
施
や
受
診
が
確
実
に

行
わ
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

○調査期間：2023年6月27日～7月7日

○調査対象：鹿児島県保険医協会会員のうち

FAX・メールでの案内希望者

2023年6月1日現在1,051名

○調査方法：グーグルフォーム、FAXより回答

○回答数（回収率）：37名（3.52％）

（賛成）
・オンラインによる資格確認、請求、処方箋、マイナンバーカード保険証、運転免許
　証の整備は出来るだけ早く進めるべきだ。ミスや間違いがあれば個人各々が確認し、 
　訂正、修正を行い、全体のシステムの完成度を上げていけば良い。
・期限を切るのはやむを得ない。

（反対）
・オンライン資格確認も含めて義務化反対、保険証廃止反対、一律デジタル化の義務
　化は拙速、政府厚労省のやり方はシステム業者丸投げで責任が無く信頼できない。
・一律義務化には反対です。医院の将来を考えた時の設備投資の必要性などを考慮し
　た上で、医院それぞれに選択肢を与えるべきと思う。

（どちらともいえない）
・これからの日本国のためにもITを進めるべき、各自努力すべきであるが、年齢的に
　無理な場合には業者に委託できるように、費用も含めて考えてほしい。
・時代の流れ、仕方ないとは思います。

▲発言する坪水代議員

の
構
築
に
つ
い
て
、
今
後
も

地
域
医
療
対
策
部
会
で
検
討

し
て
い
く
。

●
原
口
代
議
員
（
フ
ロ
ア
発

言
）

　

保
団
連
で
保
険
医
協
会
会

員
の
う
ち
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
の
比
率
を
調

べ
て
も
ら
い
、
実
際
に
自
院

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
懸
念
の
声
が
多
数

　

政
府
は
原
則
２
０
２
４
年

９
月
か
ら
医
療
機
関
に
対

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
義

務
化
す
る
計
画
を
立
て
て
い

る
。
し
か
し
専
門
家
ら
か
ら

は
個
人
情
報
の
漏
洩
な
ど
不

備
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当

協
会
は
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
一
律
に
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
期
限
を

区
切
っ
た
義
務
化
の
方
針
に

つ
い
て
は
撤
回
を
求
め
て
い

る
。
そ
こ
で
会
員
の
動
向
、

意
見
集
約
を
目
的
と
し
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
の
案
内

を
希
望
し
て
い
る
会
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
の
で
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
見
解
を
述
べ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務

化
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て

い
る
の
は
や
は
り

５０
代
以
上

の
会
員
で
あ
っ
た
。
母
体
数

が
少
な
い
の
で
は
っ
き
り
と

し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
義

務
化
反
対
の
意
見
が
多
く
、

特
に
歯
科
会
員
に
そ
の
傾
向

は
強
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
一

方
で
情
報
量
が
少
な
い
せ
い

か
半
数
は
態
度
を
決
め
か
ね

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
請
求
事
務
の
現
状
で

あ
る
が
、
手
書
き
に
よ
る
も

の
は
歯
科
の
一
部
で
見
ら
れ

る
の
み
で
ほ
と
ん
ど
の
医
療

機
関
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
た
。
医
科
会
員
で
は

す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

ん
で
お
り

歯
科
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン

と
電
子
媒

体
請
求
と

が
半
々
で

あ
っ
た
。
現

時
点
で
オ

ン
ラ
イ
ン
請

求
し
て
い

な
い
会
員

に
今
後
の

予
定
を
聞

い
た
結
果
、

無
回
答
が

圧
倒
的
に

多
か
っ
た
。

　

政
府
も
し
く
は
医
療
系
組

織
が
懇
切
丁
寧
な
情
報
発
信

を
し
て
不
安
を
取
り
除
き
、

国
民
を
含
め
た
大
多
数
の

（
１
面
の
続
き
）
保
団
連
代
議
員
会

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
方
針
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
見
解

発
言
通
告
と
執
行
部
答
弁
：
鹿
児
島
分
の
み

発
言
通
告
と
執
行
部
答
弁
：
鹿
児
島
分
の
み

で
自
身
の
顔
認
証
を
し
て
も

ら
い
、
ど
れ
く
ら
い
正
確
な

の
か
統
計
を
取
っ
て
も
ら
え

ば
面
白
い
結
果
が
で
る
の
で

は
な
い
か
。

執
行
部
答
弁（
竹
田
副
会
長
）

　

ト
ラ
ブ
ル
事
例
に
つ
い

て
は
、
お
よ
そ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
９
０
０
０
万

人
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は

６
０
０
０
万
人
保
持
し
て
お

り
、
6
％
の
利
用
で
ト
ラ
ブ

ル
が
５
８
２
４
０
件
。
保
険

証
が
な
く
な
っ
た
場
合
93
万

人
の
保
険
資
格
が
無
い
と
い

う
事
態
も
想
定
で
き
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
推
計
を
基

に
検
討
し
て
い
く
。

や
は
り
情
報
不
足
と
ネ
ッ
ト

環
境
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の

不
安
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

会
員
か
ら
の
具
体
的
意
見

で
は
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
不
安
が
解

消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
導

入
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
過
重
負
担
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
い
ま

だ
に
二
の
足
を
踏
む
要
因
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る

よ
う
切
に
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
　

理
事
　
林
川
　
貴
志
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鹿 児 島 保 険 医 新 聞（3）

著　者　清川　照美
出版社　日経ＢＰ
定　価　1,760円（税込）

　

普
段
か
ら
あ
ま
り
読
書

を
し
な
い
私
に
読
書
散
歩
の

原
稿
依
頼
が
き
た
と
き
に

は
、
今
か
ら
書
店
へ
行
っ
て

何
か
本
を
探
し
て
購
入
し
、

そ
れ
を
読
ん
で
か
ら
原
稿
を

執
筆
し
な
い
と
い
け
な
い
と

ち
ょ
っ
と
困
惑
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
私
は
と
て

も
つ
い
て
い
る
の
か
、
先
日

運
良
く
面
白
そ
う
な
本
が
手

に
入
り
ま
し
た
。
し
か
も
そ

の
本
は
著
者
か
ら
直
接
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
親
父

の
葬
儀
と
そ
の
後
始
末
、
専

門
学
校
の
試
験
問
題
作
成
、

専
門
医
試
験
の
申
請
準
備
な

ど
で
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

台
風
６
号
で
の
休
診
に
よ
っ

て
、
読
書
と
執
筆
の
時
間
が

取
れ
た
と
い
う
あ
ま
り
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
に
自
分
の

強
運
を
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
本
題
で
す
。
著
者
は

鹿
児
島
県
の
方
な
ら
皆
さ

ん
ご
存
知
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
「
タ
イ
ヨ
ー
」
の
取

締
役
副
社
長
で
あ
る
清
川
照

美
氏
で
す
。
氏
は
、
株
価
が

低
迷
し
て
実
質
赤
字
だ
っ
た

上
場
企
業
（
株
）
タ
イ
ヨ
ー

を
今
か
ら
10
年
前
に
Ｍ
Ｂ
Ｏ

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
バ
イ
・
ア

ウ
ト
＝
経
営
陣
に
よ
る
自
社

の
買
収
）
を
断
行
し
ま
し
た
。

そ
し
て
社
内
改
革
を
推
進

し
、
企
業
を
再
生
し
て
そ
の

資
金
４
５
４
億
円
の
借
入
金

を
10
年
で
全
額
返
済
し
ま
し

た
。
本
書
に
は
そ
の
時
に
し

た
「
覚
悟
」
が
書
か
れ
て
お

り
、
同
時
に
経
営
者
た
る
も

の
は
そ
の
覚
悟
が
重
要
と
説

い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本

経
済
の
復
興
や
世
界
平
和
に

ま
で
言
及
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
多
く
が
共
感
で
き
る
内
容

で
、
読
み
終
え
る
と
勇
気
が

湧
い
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
の
記
事
を
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
方
が
経

営
者
だ
と
思
い
ま
す
。
普
通

の
家
庭
（
と
は
い
っ
て
も
立

派
過
ぎ
ま
す
が
）
に
生
ま
れ

育
っ
た
女
性
が
、「
タ
イ
ヨ
ー

の
嫁
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
覚

悟
を
持
っ
て
奮
闘
し
て
き
た

様
を
畑
は
違
う
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
同
じ
経
営
者
と
し

て
是
非
御
一
読
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
市
　
石
橋
　
貴
樹

理
事
会
だ
よ
り

２
０
２
3
年
度　

第
４
回　

定
例
理
事
会
概
要
（
７
／
27
・
木　

17
名
）

　

１
、
保
団
連
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
医
療
交
流
会
演
題
発
表　

　

２
、
時
局
講
演
会
企
画

　

３
、 

一
泊
学
習
会
企
画

　

４
、
組
織
財
政
検
討
委
員
会
報
告

　

５
、
当
面
の
医
療
改
善
運
動
、
情
勢
討
議

第
５
回　

定
例
理
事
会
概
要
（
８
／
24
・
木　

11
名
）

　

１
、
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
移
行

　

２
、
役
職
員
学
習
会
企
画

　

３
、
時
局
講
演
会
企
画

　

４
、
事
務
局
員
再
雇
用

　

５
、
当
面
の
医
療
改
善
運
動
、
情
勢
討
議

間
丸
々
を
費
や
し
て
い
ま

し
た
（
旅
費
を
出
し
て
く
れ

た
両
親
に
感
謝
）
。
あ
の
頃

に
行
っ
た
国
々
で
体
験
し
た

こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
良
い
思
い
出
で
す
。
マ

レ
ー
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
の
屋

台
で
食
べ
歩
き
、
ト
ロ
ン
ト

大
学
の
語
学
研
修
中
に
知

り
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
行
っ

た
9
・
11
前
の
N
Y
、
モ
ン

ゴ
ル
の
大
平
原
を
キ
ャ
ン
プ

や
遊
牧
民
の
ゲ
ル
に
泊
ま

り
な
が
ら
旅
を
し
て
見
た
星

空
、
卒
業
旅
行
兼
新
婚
旅
行

で
行
っ
た
バ
リ
島
ウ
ブ
ド
で

み
た
幻
想
的
な
バ
ロ
ン
ダ
ン

ス
や
ケ
チ
ャ
ダ
ン
ス
等
々
、

思
い
返
す
と
き
り
が
な
い
で

お
ごじょカフェ

41

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
自

分
で
自
由
に
動
け
る
時
期

は
80
く
ら
い
ま
で
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
運
悪
く
そ
れ

ま
で
に
大
き
な
病
気
を
す

れ
ば
そ
れ
は
さ
ら
に
短
く
な

る
わ
け
で
…
40
代
に
入
っ
て

か
ら
、
人
生
の
残
り
時
間
は

そ
う
長
く
は
な
い
な
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
や
り
た
い
こ
と
は
躊
躇

せ
ず
に
ど
ん
ど
ん
や
ら
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
私
が
一
番
や
り
た
い
こ

と
は
、
月
並
み
で
す
が
、
海

外
旅
行
で
す
。
子
供
が
生

ま
れ
る
以
前
、
特
に
大
学
生

時
代
は
夏
休
み
の
１
か
月

す
。

　

し
か
し
、
死
ぬ
ま
で
に
私

が
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

場
所
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の

で
す
。
北
欧
で
見
る
オ
ー

ロ
ラ
、
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
、
ト
ル
コ
の
カ
ッ
パ
ド

キ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
、
フ
ラ
ン
ス
で
ワ
イ

ン
シ
ャ
ト
ー
巡
り
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ル
ル
で
見
る

朝
日
と
夕
日
、
ぱ
っ
と
思
い

つ
く
だ
け
で
も
こ
ん
な
に
あ

り
ま
す
。

　

「
旅
に
出
た
い
な
～
」
と
思

い
な
が
ら
最
近
本
屋
に
立
ち

寄
っ
た
ら
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
益
田
ミ
リ
さ
ん
の
旅

エ
ッ
セ
イ
『
美
し
い
も
の
を

 2004年　琉球大学医学部卒業
 2006年　 鹿児島大学病院初期研修プログラム修了    　

　　　　　　　　　　   佐賀大学麻酔科入局
 2013年　鹿児島大学麻酔科
 2014年　今村総合病院麻酔科
 麻酔科専門医・ペインクリニック専門医

「死ぬまでに行きたい場所」
鈴木　有希（すずき ゆき）

　

見
に
行
く
ツ
ア
ー
ひ
と
り
参

加
』
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
40
代
の
益
田
さ
ん

が
ひ
と
り
参
加
し
た
海
外
旅

行
ツ
ア
ー
の
内
容
が
可
愛
ら

し
い
イ
ラ
ス
ト
と
女
子
旅
お

役
立
ち
情
報
満
載
で
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
立
ち
読
み
で

パ
ッ
と
読
め
て
し
ま
う
分
量

で
し
た
が
、
可
愛
い
イ
ラ
ス

ト
を
絵
本
感
覚
で
何
度
も
見

た
く
て
、
電
子
書
籍
派
の
私

で
す
が
、
思
わ
ず
買
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
益
田
さ
ん
も

仰
っ
て
い
ま
す
、
「
一
度
き

り
の
人
生
。
行
き
た
い
所
に

行
っ
て
、
見
た
い
も
の
を
見

て
、
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ

る
の
だ
。
」

「「
覚
悟
覚
悟
　
未
来
に
立
ち
向
か
う
言
葉
」

　
未
来
に
立
ち
向
か
う
言
葉
」

　

ＩｇＡ
腎
症
で
抗
血
小
板
剤

（
コ
メ
リ
ア
ン
R
）
を
処
方

中
で
あ
り
、
尿
所
見
悪
化
の

病
勢
確
認
の
た
め
、
腎
生
検

を
予
定
し
て
い
た
。
腎
臓
内

科
の
外
来
で
入
院
予
定
を
確

認
し
た
が
、
そ
の
際
、
腎
生

検
実
施
の
１
週
間
前
に
抗
血

小
板
剤
を
中
止
す
る
こ
と

を
、医
師
は
指
示
し
忘
れ
た
。

そ
の
結
果
、
入
院
時
に
抗
血

小
板
を
中
止
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
し
て
、
入
院

の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
至
っ
た
。

　

患
者
側
は
、
入
院
を
突
然

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
余
分
に
１
週
間
の
休

業
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
と
し
て
、
休
業
損
害
の
み

を
請
求
し
て
き
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は

「
腎
生
検
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

（
日
本
腎
臓
学
会
・
腎
生
検

検
討
委
員
会
編
）に
よ
る
と
、

「
抗
血
小
板
薬
は
…
通
常
、

安
全
域
を
考
慮
し
て
約
１
週

間
前
か
ら
服
薬
を
中
止
す
る

こ
と
が
安
全
で
あ
ろ
う
」
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抗

血
小
板
剤
の
中
止
を
患
者
側

に
伝
え
な
か
っ
た
こ
と
は
療

養
指
導
義
務
に
違
反
す
る
と

し
て
、医
療
過
誤
を
認
め
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で

約
１
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

休
薬
を
患
者
側
に
指
示
し

忘
れ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
な

医
療
機
関
側
の
説
明
義
務
違

反
も
し
く
は
療
養
指
導
義
務

（
20
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

医
師
が
選
ん
だ
医
事
紛
争
事
例
㊶

医
師
が
選
ん
だ
医
事
紛
争
事
例
㊶

つ
い
う
っ
か
り
薬
剤
中
止

を
伝
え
忘
れ
て
…

違
反
で
あ
る
。
患
者
側
の
請

求
額
が
法
外
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

示
談
交
渉
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
な
お
、
医
療
機
関

側
は
今
後
同
様
の
過
誤
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
、
休
薬
指

示
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
院
内
で
周
知
徹
底
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

〈
結
果
〉

　

医
療
機
関
側
が
説
明
義
務

違
反
を
認
め
て
、
患
者
側
の

請
求
額
通
り
賠
償
金
を
支
払

い
、
示
談
し
た
。

（
京
都
保
険
医
新
聞
よ
り
転

載
し
て
お
り
ま
す
）

令和５年度「個別指導及び集団的個別指導」
平均点数順位表を協会ホームページで公開

　この度、鹿児島県保険医協会では、九州厚生局への情報
公開請求により、令和５年度の集団的個別指導対象一覧と
個別指導、集団的個別指導の選定に用いられる、県内の医
療機関における医科・歯科の類型区分ごと
の平均点数順位表を入手致しました。
　両文書共に、当会ホームページの会員専
用ページ（右記二次元コード参照）に掲載し
ておりますので、お知らせ致します。
　なお、自院の平均点数につきましては、九州厚生局鹿児
島事務所（☎099-201-5801）でご確認いただけます。

※会員専用ページのパスワードなどご不明な点がございま
したら、協会事務所（☎099-254-8662）までご連絡お願い
します。

　歯科点数表に定める、施設基準の届出要件となっている以
下の研修をeラーニングで受講できます。このたび受講期限を
10月31日まで延長しましたので、受講がまだの歯科会員はこ
の機会にぜひ受講ください。

　本会ホームページの「eラーニング」、又は左記二
次元コードよりご登録の上､受講ください。その際
「会員認証コード」が必要になりますので、メール
（kahokyou@yahoo.co.jp）等でお問合せください。

２種類の受講コース
①第一部……………歯初診
②第一部＆第二部…歯初診・外来環・歯援診・か強診

▲ eラーニングページ

ｅラーニングによる「歯科施設基準対応研修会」
受講期限が10/31まで延長されました。

会員本人限定・受講無料

　

こ
の
た
び
台
風
６
号
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

8
月
28
日
付
で
被
災
状
況
ご
報
告
の
お
願
い
を
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
（
一
部
会
員
に
は
今
回
新
聞
発
送
に

同
封
し
て
お
り
ま
す
）
の
で
、
該
当
す
る
被
害
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
当
会
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
９-

２
５
４-

８
６
６
７
）に
て
ご
報
告
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
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マ
ス
コ
ミ
医
療
点
描

マ
ス
コ
ミ
医
療
点
描（（
６６
／／
2121
〜〜
８８
／／
1818
））

６
／
20　

閣
議
決
定
し
た「
骨
太
の
方
針
2
0
2
3
」
で
、
国

民
皆
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は「
具
体
的
な
検
討
」
か

ら「
取
組
の
推
進
」
と
い
う
表
現
に
変
わ
っ
た
。

６
／
22　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
省
庁
横
断
の
情
報

総
点
検
本
部
を
設
け
、
他
人
情
報
の
ひ
も
付
け
が

判
明
し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
、
デ
ー
タ
に
誤
り

が
な
い
か
秋
ま
で
に
洗
い
出
す
と
決
め
た
。

６
／
30　

厚
労
省
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
不
具
合
に
よ
っ
て
患
者

が
「
無
保
険
扱
い
」
で
10
割
負
担
に
な
る
問
題
を
巡

り
、
患
者
の
自
己
負
担
を
本
来
の
３
割
な
ど
に
す
る

対
策
を
決
め
た
。
当
面
の
対
応
と
し
て
従
来
の
保

険
証
も
一
緒
に
医
療
機
関
に
持
参
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
方
針
。

７
／
11　
介
護
保
険
制
度
の
負
担
増
に
向
け
た
議
論
が
社
保

審
部
会
で
再
開
さ
れ
た
。
来
年
４
月
の
介
護
報
酬

改
定
を
控
え
、
昨
年
末
か
ら
２
度
先
送
り
さ
れ
た

結
論
を
今
年
末
ま
で
に
出
す
方
針
だ
。

７
／
26　

政
府
は
各
府
省
庁
に
よ
る
2
0
2
4
年
度
予
算
の

概
算
要
求
基
準
を
閣
議
了
解
し
た
。
高
齢
化
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
伸
び
は
現
時
点
で
5
2
0
0
億

円
と
見
込
み
、
抑
制
を
目
指
す
方
針
を
明
記
し
た
。

８
／
１　

厚
労
省
専
門
部
会
は
第
一
三
共
が
開
発
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売
の
承
認
を
了
承
し
た
。

国
内
企
業
が
開
発
し
た
ワ
ク
チ
ン
で
は
初
め
て
。

８
／
２　

中
医
協
総
会
は
従
来
４
月
１
日
だ
っ
た
診
療
報
酬
改

定
の
施
行
を
、
2
0
2
4
年
度
か
ら
６
月
１
日
に
変

更
す
る
厚
労
省
案
に
つ
い
て
議
論
し
、
了
承
し
た
。

薬
価
改
定
の
み
従
来
通
り
４
月
１
日
施
行
で
据
え

置
く
。
政
府
が
進
め
る「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」
の

一
環
。

８
／
５　

岸
田
首
相
は
記
者
会
見
で
、
2
0
2
4
年
秋
に
予
定

す
る
現
行
保
険
証
の
廃
止
を
当
面
維
持
す
る
方
針

を
示
し
た
。

　

講
師
は
、
女
性
初
の
杉
並

区
長
岸
本
聡
子
氏
で
あ
る
。

選
挙
前
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
調
査
研
究
ス
タ
ッ

フ
の
岸
本
氏
は
、
地
縁
・
血

縁
・
政
治
経
験
な
し
の
、
政

党
公
認
で
は
な
く
市
民
団
体

の
支
援
を
受
け
て
立
候
補
。

わ
ず
か
３
か
月
間
の
準
備
期

間
を
経
て
当
選
。
そ
の
原
動

力
を
感
じ
る
ご
講
演
を
拝
聴

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

杉
並
区
の
初
女
性
区
長
と

し
て
、
社
会
活
動
の
経
験
を

　
「
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
ま
ず
は
知
る
こ

と
、
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉

と
共
に
講
座
は
始
ま
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
経
済
学
者
ミ
ル

ト
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
主
張

し
た
新
自
由
主
義
（
小
さ
な

政
府
、
民
営
化
、
規
制
緩
和

と
い
っ
た
政
策
を
目
指
す
経

済
思
想
）。
日
本
で
は
っ
き

り
と
新
自
由
主
義
が
表
れ
た

の
は
、
小
泉
元
首
相
に
よ
る

郵
政
民
営
化
だ
。

　

国
が
大
金
を
節
約
で
き
る

一
方
で
、
失
業
者
の
増
大
、

経
済
的
弱
者
の
さ
ら
な
る
困

窮
な
ど
、
Ａ
・
Ｇ
フ
ラ
ン
ク

が
新
自
由
主
義
を
「
経
済

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
虐
殺
）」
と

評
す
る
ほ
ど
問
題
も
多
い
。

　
「
日
本
は
戦
争
に
耐
え
ら

れ
な
い
」
講
師
に
よ
る
発

言
。
講
師
は
神
戸
女
学
院
大

学
の
名
誉
教
授
の
石
川
康
宏

氏
。
な
ぜ
日
本
は
戦
争
に
耐

え
ら
れ
な
い
の
か
。
講
師
に

よ
る
と
、
中
国
や
北
朝
鮮
の

脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど

の
軍
拡
を
し
て
も
、
戦
争
に

な
れ
ば
日
本
は
焼
け
野
原
に

な
り
、
国
土
が
狭
く
、
海
に

　

社
会
学
を
専
門
と
し
「
ワ

ン
オ
ペ
育
児
」
と
い
う
言
葉

を
広
め
た
藤
田
氏
は
、
女
性

に
家
事
育
児
が
偏
る
要
因

の
一
つ
に
固
定
的
な
役
割
分

業
意
識
を
あ
げ
て
い
る
。
近

年
で
は
そ
の
意
識
は
弱
ま
る

傾
向
に
あ
る
が
、
新
自
由
主

義
的
な
意
識
の
広
ま
り
と

し
て
、
母
親
の
子
ど
も
の
教

育
や
子
育
て
に
対
す
る
責
任

感
は
依
然
と
し
て
強
く
み
ら

れ
、
職
場
で
マ
ミ
ー
ト
ラ
ッ

ク
に
葛
藤
し
、ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
に
よ
り
キ
ャ

生
か
し
区
民
参
加
型
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
新
自

由
主
義
（
国
や
自
治
体
の
任

務
を
縮
小
し
、
で
き
る
だ
け

民
間
企
業
と
市
場
原
理
に
委

ね
る
こ
と
が
最
善
だ
と
す
る

考
え
方
）
に
よ
っ
て
、
人
々

の
生
活
を
支
え
る
政
治
の
本

来
の
役
割
が
縮
小
し
、
公
共

の
財
産
が
営
利
の
論
理
で
支

配
さ
れ
、
生
活
を
圧
迫
す
る

と
い
う
問
題
が
相
次
い
で
い

る
。
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム（
地

域
主
権
主
義
、
自
治
体
主
義
）

　

保
団
連
第
52
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
も
東
京
会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用

で
の
開
催
と
な
り
、
全
国
か
ら
約
３
６
０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
鹿
児
島
協
会
か
ら
は

森
主
副
会
長
が
現
地
で
参
加
し
、
原
口
会
長
、
事
務
局
福
永
・
原
口
が
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加

し
た
。

新
自
由
主
義
を
乗
り
越
え
、未
来
へ

保
団
連
第
52
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
（
7
／
１
～
２
・
東
京
・
Ｗ
ｅ
ｂ
）

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
権
主
義
）　

　
　
　
　
　
　
　
を
地
方
政
治
に
生
か
す
」

   

講
師
：
岸
本
　
聡
子 

氏
（
杉
並
区
長
）

副
会
長
　
森
主
　
真
弓

記
念
講
演

「
か
か
り
つ
け
医
と
情
報
連
携
」

会
長
　
原
口
　
兼
明

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
軍
事
大
国
化
す
る
日
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
は
あ
る
の
か
」

   

　 

講
師
：
石
川
　
康
宏 

氏
（
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

 

事
務
局
　
福
永
　
智
和

講
座
２

「
新
自
由
主
義
の
経
済
・
思
考
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」

   

講
師
：
中
山
　
智
香
子 
氏

　
　
　
　
　
　（
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
教
授
、
パ
ル
ク
理
事
）

 
事
務
局
　
原
口
　
嘉
枝

講
座
１

「
埋
め
込
ま
れ
た
性
別
役
割
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」   

講
師
：
藤
田
　
結
子 

氏（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
准
教
授
）

  

副
会
長
　
森
主
　
真
弓

講
座
３

▲夏季セミナー記念講演・岸本聡子氏

囲
ま
れ
て
い
る
日
本
は
逃
げ

場
所
が
な
い
た
め
、
そ
も
そ

も
戦
争
に
耐
え
ら
れ
る
国
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

で
は
戦
争
を
し
な
い
た
め

に
は
何
が
必
要
か
。
講
師
に

よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
自
立
し

た
判
断
と
、
周
辺
各
国
と
の

対
話
・
交
流
が
必
要
。
具
体

的
に
は
、「
互
い
に
絶
対
戦

争
し
な
い
」
東
ア
ジ
ア
づ
く

　

去
る
７
月
２
日
に
行
わ
れ

た
第
52
回
保
団
連
夏
季
セ
ミ

ナ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
か
か

り
つ
け
医
と
情
報
連
携
」
に

参
加
し
た
の
で
報
告
す
る
。

　

基
調
講
演
で
は
、
保
団
連

吉
中
理
事
が
今
年
５
月
に
決

定
し
た
政
府
に
よ
る
医
療
Ｄ

Ｘ
工
程
表
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
そ
の
後
、
４
人
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
が
、
①
医
療
と
介

護
②
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
③

医
科
と
歯
科
④
病
院
と
診
療

所
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
連

携
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

リ
ア
を
そ
が
れ
る
現
状
を
あ

げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
育
休
を
と
る
男
性

は
全
体
の
13
・
97
％
（
令
和

３
年
度
）
と
低
く
、
６
歳
未

満
の
子
ど
も
を
持
つ
夫
が
育

児
・
家
事
に
費
や
す
行
動
者

率
で
は
、
共
働
き
の
世
帯
で
、

約
８
割
の
男
性
が
家
事
を
全

く
行
っ
て
お
ら
ず
、
約
７
割

の
男
性
が
育
児
を
全
く
行
っ

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

　

日
本
の
男
性
の
家
事
関
連

時
間
は
先
進
国
の
中
で
最
低

ラ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

欧
米
で
の
家
事
代
行
サ
ー
ビ

ス
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
、
さ
ら
に
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学

部
の
「
時
間
銀
行
」
制
度
を

紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
子
ど

も
達
に
は
、
早
期
か
ら
家
庭
・

学
校
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ

ア
ス
の
教
育
の
必
要
性
も
示

唆
さ
れ
た
。

ら
現
場
の
取
組
と
そ
の
課
題

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、

保
団
連
情
報
通
信
部
長
柴
沼

氏
に
よ
っ
て
「
医
療
機
関
に

お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
応
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、

そ
の
中
で
「
我
々
に
無
理
や

り
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
お

い
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
守

る
の
は
医
療
機
関
の
義
務
だ

と
押
し
付
け
る
の
は
理
不
尽

で
あ
る
」
と
い
う
意
見
を
述

べ
て
い
た
の
は
、印
象
深
か
っ

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
政

府
が
し
ゃ
に
む
に
進
め
る
医

療
Ｄ
Ｘ
は
、
一
部
の
人
間
・

企
業
が
利
潤
を
得
る
た
め
の

合
理
化
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
こ
と
と
、
ま
た
、
強

引
に
義
務
化
を
目
論
む
政
治

と
は
一
線
を
画
し
た
本
当
の

医
療
・
介
護
・
福
祉
を
実
現

す
る
た
め
の
大
き
な
ヒ
ン
ト

が
提
示
さ
れ
た
と
考
え
た
。

そ
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

強
引
導
入
、
電
子
カ
ル
テ
の

共
通
化
な
ど
そ
こ
ま
で
し
な

く
て
も
、
多
少
不
便
さ
は
あ

る
も
の
の
今
あ
る
仕
組
み
を

う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
対

処
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。

の
１
例
と
し
て
、
参
加
型
予

算
・
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

自
治
の
主
役
は
住
民
で
あ

り
、
行
政
は
そ
れ
を
支
え
る

立
場
に
あ
る
。
そ
し
て
、
情

報
は
区
民
の
も
の
と
し
て
、

情
報
公
開
の
徹
底
を
進
め

課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
公

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
広
げ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
政
治
で
は
な
く
、
本

来
、
政
治
は
住
民
の
も
の
で

あ
る
。
行
政
Ⅴ
Ｓ
住
民
と
い

う
対
立
構
図
を
超
え
、
互
い

が
刺
激
し
合
い
、
変
化
を
提

案
し
た
り
し
て
、「
恐
れ
ぬ

自
治
体
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
が
広
が

る
こ
と
を
願
う
。

　

中
山
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
こ
れ
は
個
人
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い

が
、
国
の
選
択
で
ど
の
よ
う

な
結
果
や
問
題
が
起
こ
り
う

る
の
か
、
知
る
こ
と
、
考
え

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

り
を
目
指
し
て
い
る
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
に
加
盟
し
、
互
い
に
戦

争
を
し
な
い
と
す
る
条
約
で

あ
る
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力

条
約
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
、
平
和
を
守
る
現

実
的
な
道
と
説
明
。

　

憲
法
9
条
（
正
義
と
秩
序

を
基
調
と
す
る
『
国
際
平
和

を
誠
実
に
希
求
』）
が
あ
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

憲
法
９
条
を
活
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
講
師
の
発

言
は
印
象
深
か
っ
た
。
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保険医の生活を守るための…保険医の生活を守るための…

保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度

死亡・高度障害時の保障…最大6,000万円（66～70歳：3,000万円、71～75歳：1,000万円）
新規加入を

受け付けております。
（締切  2023年11月20日）

休業保障
（保険医休業保障共済保険）

ケガや病気での休業時に備える

入院は１日目から給付
自宅療養は４日目から給付

掛金表
加入年齢
～29歳

30歳～39歳
40歳～49歳
50歳～54歳
55歳～59歳

１口あたり
2,500円
2,800円
3,000円
3,300円
3,700円

所定の給付要件・免責期間（自宅療養の場合）があります。

開業医　８口加入の場合 勤務医　３口加入の場合
自宅

入院

１日あたり
48,000円

１日あたり
64,000円

１日あたり
18,000円

１日あたり
24,000円

１カ月（30日）あたり
144万円

１カ月（30日）あたり
192万円

１カ月（30日）あたり
54万円

１カ月（30日）あたり
72万円

病気やケガで休業したとき

長期休業にも安心の保障

通算500日までなら、入院でも自宅療養でも、何度でも給付を受けられます。

さらに最長230日の範囲内で給付されます（１回限り）。

掛金額は加入時のまま上がりません。
掛け捨てではありません（加入３年
以上で脱退給付金あり）

2024年４月１日加入を受け付けております。（締切  2023年12月31日）

保険医グループ生命保険
加入しやすい保険料で大きな保障

43歳  6,000万円の保障（会員本人）　 保険料 … 男性：9,840円、女性：7,500円 

●配偶者・子どもも加入可
●剰余金が生じた場合は配当金もあります。2022年度 49.58％
●2022年度は２名の方に2,000万円の死亡保険金をお支払い

例

医師賠償責任保険
医療上の事故、医療施設の事故いずれも対象

団体所得補償保険
病気･ケガで休業を余儀なくされた場合の所得を補償

保険医がん保険Days
アフラックのがん保険 協会会員専用プラン

会員向け融資制度
みずほ・三井住友・ソニー各銀行と提携。住宅、個人ローン等

制度の詳細はパンフレット等をご参照いただくか、
協会までお問い合わせください。

その他の制度

保険医年金
老後の年金に、

必要な時は一時金でも受け取り可能
1.170％から
上がりました。

月　払：１口１万円 （通算30口まで）
一時払：１口50万円 （加入日ごとに40口まで）
（注）一時払制度は月払制度にご加入いただいている方がご加入できます。一時払のみご加入することはできません。

年 金 と し て：10年確定・15年確定・15年逓増・20年逓増から選択
一時金として：全部でも、一部でも受給可能
（注）加入してから短期で受給される場合は、元本割れすることがあります。

◎制度のポイント
①選べる積み立て方法

②選べる受け取り方法

予定利率

1.202% （2023年9月1日現在）
受託会社の決算状況により配当が上乗せされる場合があります。
（2022年度は 0.042％の配当がありました。）

2024年１月１日加入を受け付けております。（締切  2023年10月25日）

大人気！

40歳で月払10口（10万円）加入し、 70歳から年金受給した場合（下段は60歳で一時払10口増口した場合）

15年確定年金の場合

ご加入例

40歳 60歳 70歳

月払10口
（10万円）
加入

年金受給
開始

一時払10口
（500万円）
増口

年金月額
受給総額
掛金総額

約 25万円
約 4,510万円
3,600万円

年金月額
受給総額
掛金総額

約 28万円
約  5,100万円
4,100万円

（利率により金額は変動する事があります。）

2024年４月より、「保険医共済会（全国23府県の保険医協会が加盟）」の
グループ生命保険へ包括移転いたします。保険料が安くなるなど、更に
メリットが大きくなります。
※保険医共済会については右記二次元コードよりご確認下さい。

2024年4月からグループ生命保険が変わります！

保険医協会では、会員に対し共済制度を実施しております。共済制度にご加入いただくには、協会へのご入会が必要となります。この
機会にご入会と共済制度のご加入をお願いいたします。

なお、共済制度のご加入に際しては、協会の会費とは別に、所定の保険料をいただきます。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
▲協会ホームページ
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第172回

ラーメン小金太

ラーメン小金太

住　所：鹿児島市樋之口町11-5

電　話：099-223-9455

営業時間：11:30～15:00

　　　　　18:00～翌03:30

店休日：不定休

コロナ感染症が２類から５類に引き下げられ、自粛されていた懇親会や飲み会

も再開され始めました。保険医新聞の記事としては叱られてしまいそうですが、

飲んだ締めに食べたくなるのがラーメンです。しかし遅い時間では、空いている

店も少なく、店探しにも苦労される方も多いと思います。

すでにご存じの方も多いとは思いますが、今回紹介するのは、天文館公園の近

くにある「ラーメン小金太」です。豚骨ベースに鶏ガラや鰹節などを加えた、い

わゆる典型的な鹿児島ラーメンで、出来上がる前には漬物もしっかりサービスさ

れますので県外からのお客様にも喜んでいただけるものと思います。私は頂いた

ことはありませんが、メニューには味噌ラーメンや醤油ラーメンもあります。

午前３時 30 分まで営業していますが、その味は本格的で人気も高く空港にレ

トルト製品が販売されているほどです。女性やお子さん・健康を気にされている

方向けには、Ｓサイズや SS サイズもあります。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　副会長　坪水　良平

味めぐり

来
ら
れ
た
。
２
０
１
９
年

か
ら
2
年
間
の
ア
メ
リ
カ

で
の
研
究
留
学
を
経
て
、

尊
敬
す
る
医
師
の
い
る
医

療
機
関
で
勤
務
医
と
し
て

ご
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
尊

敬
す
る
先
生
か
ら
、
閉
院

を
す
る
知
り
合
い
の
院
長

先
生
が
継
承
者
が
お
ら
ず

に
困
っ
て
い
る
と
聞
き
、

考
え
抜
い
た
上
で
開
業
を

決
断
し
た
と
の
こ
と
。
閉

院
に
よ
り
坂
之
上
に
は
危

う
く
整
形
外
科
が
な
く
な

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
患
者

か
ら
も
「
不
安
だ
っ
た
。

開
業
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
さ
れ
た
そ

う
だ
。
地
域
の
人
の
役
に

立
て
る
の
な
ら
と
決
断
し

て
開
業
し
た
先
生
。
先
生

の
表
情
は
優
し
さ
で
満
ち

医
師
と
し
て
地
域
の
人
の
役
に
立
ち
た
い

谷
山
か
ら
国
道
２
２
５

号
線
を
南
下
す
る
と
、
鹿

児
島
市
坂
之
上
の
住
宅
街

に
、
広
い
駐
車
場
に
囲
ま

れ
た
ベ
ー
ジ
ュ
を
基
調
と

し
た
明
る
い
外
観
の
医
院

が
見
え
て
き
た
。
院
内
は

白
に
近
い
薄
い
水
色
を
基

調
と
し
て
お
り
明
る
く
、

清
潔
感
で
溢
れ
て
い
た
。

特
に
診
察
室
は
太
陽
光
が

差
し
込
ん
で
非
常
に
明
る

く
、
患
者
さ
ん
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
診
察
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

「
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」
と

笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
は
、
今
年
の
4
月

に
開
業
さ
れ
た
齋
藤
嘉
信

先
生
。
先
生
は
大
分
の
ご

出
身
で
、
鹿
児
島
大
学
へ

の
進
学
を
機
に
鹿
児
島
へ

て
い
た
。

勤
務
医
時
代
と
開
業
医

に
な
ら
れ
た
後
で
は
ど
の

よ
う
な
違
い
を
感
じ
て
い

る
か
お
尋
ね
す
る
と
、
勤

務
医
時
代
は
医
療
機
関
内

に
仲
間
も
多
く
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
も
多
く
ワ

ク
ワ
ク
感
が
あ
り
、
診
療

の
み
に
注
力
で
き
た
。
開

業
に
際
し
て
は
、
手
術
を

自
院
で
実
施
で
き
な
く
な

り
寂
し
さ
を
感
じ
る
が
、

人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
に
根

付
く
形
で
貢
献
出
来
た
ら

嬉
し
い
と
の
こ
と
。
そ
う

お
っ
し
ゃ
っ
た
表
情
か
ら

は
、
先
生
の
強
い
意
志
が

垣
間
見
え
た
。

経
営
者
と
し
て
は
ス

タ
ッ
フ
の
こ
と
も
大
切
に

考
え
て
お
ら
れ
、
給
与
面

や
休
み
の
取
得
な
ど
、
生

活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
お

ら
れ
る
。
業
務
上
の
悩
み

な
ど
も
、
フ
ラ
ン
ク
に
相

談
で
き
る
面
談
の
場
を
設

け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

自
院
を
良
く
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

終
始
笑
顔
で
取
材
に
応

じ
て
い
た
だ
い
た
先
生
。

取
材
後
に
は
お
見
送
り
も

し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
先

生
の
親
切
で
優
し
い
お
人

柄
が
溢
れ
出
て
い
た
。
会

員
の
先
生
方
に
対
し
て
も
、

「
未
熟
者
で
す
が
、
ご
指

導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
笑
顔
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。　
　
（
智
）

坂之上整形外科クリニックの
会員訪問 207おやっとさぁ

（鹿児島市）
齋
サ イ ト ウ

藤　嘉
ヨ シ ノ ブ

信  先生

人に必要とされることが大切と思う

休業されたら直ぐに協会までご連絡を!
●入院の場合、１日目から給付対象となります。
●通院の場合、４日目から給付対象となります。
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※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、営業時間・店休日が記載と異なる場
　合があります。ご来店時は事前に店舗にご確認ください。

《
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国
の
状
況
、鹿
児
島
の
状
況
と
、

く
ま
な
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
々
の
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ

て
い
る
の
で
会
員
の
関
心
に
応
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

興
味
深
い
。
ま
た
今
年
の
言
論
界
は
「
2
0
2
3
年
は
ど
ん

な
年
？
」
と
聞
か
れ
た
問
い
に
「
新
し
い
戦
前
」
と
答
え
た

タ
モ
リ
の
言
葉
が
秀
逸
だ
っ
た
。
全
部
ま
る
で
あ
る
。
平
和

な
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
こ
う
。　
　
（
K
・
M
）

さつま狂句

セブン
イレブン

セブン
イレブン

ファミリー
マート

松原神社

鹿児島松原
郵便局

大
門
口
通
り

照
国
通
り

天文館
むじゃき

天
文
館

公
園

ラーメン小金太

〜書籍のご案内〜
  認知症グレーゾーンの認知症グレーゾーンの

歯科診療と地域連携Q&A歯科診療と地域連携Q&A

お問合せ・ご注文は、日本歯科新聞社まで
TEL03-3234-2475TEL03-3234-2475

　高齢社会の進展で急増するMCI 軽
度認知障害）は認知症グレーゾーン
とも呼ばれ、近年の新薬開発などに
より、早期発見で進行抑止が可能に
なりました。長年、高齢者歯科診療
に携わってきた著者が、地域での多
職種連携での経験を踏まえ、国内外
の最新の研究成果を生かして、認知
症グレーゾーンへの具体的なノウハ
ウを余すところなく解説。
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